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ー開ける楽しみ・広がる世界ー

〒928－0063 石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788    FAX 0768－22－9789
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/

写真左上：前　史雄《沈金春愁文漆箱》1989年（平成元）第36回日本伝統工芸展
右上：二代井波喜六斎《玉蜀黍蒔絵文庫》1940年（昭和15）紀元2600年奉祝展
左下：角野岩次《象嵌「朧」櫃》1984年（昭和59）

会　　期　2022.11.12（土）－2023.1.9（月・祝）
年末休館　2022.12.29（木）－31（土）
開館時間　9：00～17：00（入館は閉館の30分前まで）
主催・会場　石川県輪島漆芸美術館
入 館 料　一　　般 630円（520円）／高大学生 320円（210円）
　　　　　小中学生 150円（100円）＊（　）は20名以上の団体料金



〒928－0063  石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768－22－9788  FAX 0768－22－9789
URL https://www.city.wajima.ishikawa.jp/art/
■交通案内 飛行機 ： 羽田空港　約60分　のと里山空港　車＝約20分　漆芸美術館

　車　 ： 金沢市内　のと里山海道利用＝約100分　 漆芸美術館
　　　   〈自家用車・大型バス駐車場有（無料）〉
バ　ス： 金沢駅　北鉄バス輪島特急線＝約120分
　　　   乗換え　のらんけバス 海コース＝約10分　 「漆芸美術館」下車
徒　歩 ： 道の駅・輪島ふらっと訪夢「輪島駅前」　約15分　漆芸美術館
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次回展覧会
「第40回日本伝統漆芸展」
2023年2月4日（土）～2月26日（日）
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ご来館の皆様へ
●入館の際は、マスクの着用、検温、手指の消毒をお願いします。　●体調不良や風邪症状のある方は入館をご遠慮ください。
●新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、急遽内容変更や中止となる可能性もありますのでご了承ください。
※最新情報は当館ホームページなどでご案内します。　
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どこが開く？

中に描かれているのは？

何が入っている？ 

インサイド・インサイド

2022年11月12日（土）～2023年1月9日（月・祝）

ＩＮＳＩＤＥＩＮＳＩＤＥ
－開ける楽しみ・広がる世界－

＊年末休館12月29日（木）～31日（土）

　漆芸作品には蓋や扉が設けられたものがありますが、美術館では作

品全体の造形や表面の加飾をご覧いただくため、多くの場合は閉じて

展示しています。しかし、内部の造りや文様の有無など、中がどうな

っているのか気になる作品もあるのではないでしょうか。

　本展ではそんな思いにお応えし、作品の内側から現れる意外な魅力

や新たな世界の広がりをご紹介いたします。作品紹介動画「INSIDE

INSIDE」と併せてお楽しみください。

 

作品写真
左上から右回り：豊平翠仙《御所車蒔絵小簞笥》1955～1964年（昭和30年代）
市中佑佳《匣「横たわった王妃」》1988年（昭和63）第44回現代美術展北國賞
輪島塗技術保存会《四季草花蒔絵沈金棚》2004年（平成16）、《蓬萊沈金行厨》
17～18世紀（江戸時代）

お家の中（INSIDE）にいながらにして作品
の中（INSIDE）を、漆芸美術館の公式キャラ
クター「わんじま」と一緒にご覧いただける
「INSIDE INSIDE」を配信中！

ワークショップ

クリスマスキャンドルを作ろう！

日　　時：2022年12月11日（日）①10：00 ②13：30
会　　場：当館講義室／　参 加 費：300円
定　　員：①②とも各15名
対　　象：小学生以上（小学３年生以下保護者同伴）
参加申込：当館ホームページをご覧ください。


